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昭和49年 3月卒業 大畠章宏

東京都市大学建学の精神
929年 (昭和4年)4月 9日

すべての子供たちの未来のために

―心に響いた主な言葉と先人の教え―

1口中学・ 高校時代

① 『報恩感謝」 (飯村丈三郎)
茨城中学・茨城高校創設者・校訓

②いつまでもあると思うな親と金、
ないと思うな運と借金
(養祖父・大畠章)



2.武蔵工業大学時代

① 己の内なる自然に従え
(マルクス・アウレリウス「自省録」

② 只今がその時、その時が只今
(山本常朝「葉隠」武士道 )

じょうちょう

3.日立製作所 日立工場時代
①「以和為貴」和を以て貴しとなす
(日立製作所・小平浪平)

②「打ち込め魂、仕事の上に」
(日立製作所・高尾直三郎)



③   ヽ  は
動かじ」 (山本五十六 )

q∫ど≦ぷ

`勤

着ょF重暫ヨ奪累避
の一番安全な道」 (松下幸之助)

4.県議会議員時代

①『真面目に働く者が報われる
公正な社会をJ
(日立製作所日立工場・先輩)
②「至誠一貫」
正しく生きる、正直に怖いものなし
(茨城県信用組合 0幡谷祐―)

5.衆議院議員時代
①苦しい事もあるだろう、
言いたい事もあるだろう、
不満な事もあるだろう、
腹の立つ事もあるだろう、
泣きたい事もあるだろう、
これらをじっとこらえてゆくのが
男の修行である (山本五十六)



5-1。 日本と世界の近代史から何を学ぶか

①世界地図から見る日本の現実 (スイスで入手した世界地図)

②明治五年 :鉄道開設 (明治維新と日本国)

明治八年 :札幌農学校設立 (アメリカ人50人、内教師6人 )
③列強国による日本国の植民地化ストップ

(富国強兵。日露戦争 。第一次世界大戦)

(明治 。大正・戦前の昭和の歴史)

④第二次世界大戦参戦 (1941/12/8)
無条件降伏 (1945/8/15)

5-2.戦後 日本の歴史
(マッカーサー将軍による統治と戦後経済 )

戦後の課題:食糧・ネルギー確保、雇用の場の創造

→食糧 。水力・原子力・国鉄、輸出拡大・

大量生産大量消費ヘ
→農林水産業 。自動車・コンピューター・

電力・家電
→特許戦略 (知財戦略)、 品質管理の徹底



く地球人口増加と
エネルギー需要と経済成長の関係〉

①日本国のエネルギー政策の変遷と
経済 。国民生活への影響

→薪・炭 0練炭・石炭・水力 0石油 0

原子力発電・核融合炉+再生可能エネルギー
(風力0太陽光エネルギー・波力・潮流発電他)

②福島原子力発電所事故と
今後のエネルギー政策について

→未来への責任あるエネルギー政策を
(ベースロード電源+再生可能エネルギー)



6.民主党結党以降

①やらないで後悔するより、例え
失敗しても、やって後悔しない

(伊達公子)
②一人は万人の為に、
万人は一人のために「共生社会」
(古代ゲルマン人からの言い伝え)

⑥不易流行 :

絶対に変えてはいけないものと

変えなければならないものがある
(松尾芭蕉)

③―に安全、二に奉仕、三に収益
(茨城県信用組合・幡谷祐―)
④―隅を照らす、
これすなわち国の宝なリ
(日立市久慈町
千福寺・小川晃照住職)

⑤座つて半畳、寝ても一畳、
国をとつても二合半

7日 経済産業大臣時代

今日為しえるだけの事に全力を尽くせ、
しからば明日は一段の進歩があろう

(アイザック・ニュートン)





8. 国土交通大臣の時の出来事
(東日本大震災から学ぶ)

①想定外の事は起こる
②それに備えよ
③後世に伝えよ :



9.幹事長時代
①万機公論に決すべし
(五か条のご誓文・明治政府方針)
②雨に日は雨の中を、風の日は
風の中を   (相田みつを)
③できない約束はしないことだね

(相田みつを)

④どうでもいい事はどうでもいいんだよ、
一番大事な事に命を懸ける事だな

(相田みつを)
⑤とにかく具体的に動いてごらん、
具体的に動けば具体的な答えが出るから

(相田みつを)



10.その後
出処進退 :出るときは人に任せよ、

退くときは自ら決めよ (河合継之助 )

『長寿の秘訣」
①30歳の体重を維持する事
②人との出会いを大切にする事
③毎日の命と時間を誰のために
何のために使うかをよく考えて使う事。

(聖路加病院 0日野原重明)

2)

3)「置かれたところで咲く」
(渡辺和子さんの絵皿)「ホテル古窯」
(2.26事件の渡辺錠太郎大臣の娘 0

ノートルダム清心学園理事長)

4)心は豊かに、生活は質素に
(幡谷輝子)

5)今日ある事が明日あるとは限らない
(高円宮絢子氏)

ご参考<資本主義の本質 (MK経済特番)>

①資本主義の本質「金を稼ぐ事は教養を
学ぶためである」 (アダムスミス)

②人文学、哲学・宗教・歴史・文学を学ぶ事
が必要である。

でなければ、安定した持続可能な
社会にたどりつく事は出来ません。

<目指すべき社会のビジョン(NHKa済特番)>

①市場にすべてを任せることは危険である。
(フェイクニュースが横行・機械が株の売買)

②人文学、哲学・宗教・歴史・文学を学ぶ事が必要。

目指すべき社会、それは、教養ある

想像力豊かな人間から生まれる。



<資本主義社会の未来 :NllK経済特番 >

・人々に夢を与え、
芸術や人文学に投資すべきである。

→でなければ、安定した持続可能な社会に
たどりつく事は出来ません。
→自らの芸術や文化の豊かな国は財政も
バランスのとれている社会をつくっている。


